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は じ め に
で, それまで私どもの船は非常にうまくうねり波に乗ってきたのですが,
やがて恐ろしく大きな波がちょうど船尾張出部の下のところにぶつかって,
船をぐうっと持ち上げました, 高く 高く 天にもとどかんばか
りに。波というものがあんなに高く上がるものだということは, それまで
は信じようとしたって信じられなかったでしょう。それから今度は下の方































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「民主化｣』47) には戦災の損害とし,「船舶の八〇％, 建築物の二五％, 家


















は,「水力発電一○三％, 銑鉄九九％, 普通鋼鋼材一○一％, 電気銅八二
％, 工作機械六三％, 硫酸八六％, セメント五五％｣51) などと, 基礎設備
は意外に残っていたらしい。だが軍需から民需への転換は決して容易では





































で, 再建の例の＜変則的な＞諸力が主役を演じた, 景気上昇のため, 転轍
器（ポイント）が切り換えられたのである。この諸力が, 西ドイツ経済の
















































までの工業生産年成長率は, 日本22.7％, 西ドイツ20.7％, オーストリア
13.1％, フランス5.7％, イタリア10.0％, それに対して, 戦勝国のイギリ
ス3.8％, アメリカ5.7％, またそれに続く1953年から58年までのそれが日







































































非交戦国宣言（1939. 9. 1）をしておきながら, ドイツ軍の快進撃に幻惑さ





















































































































































ホブズボームによると, アメリカが戦後世界の社会的, 政治的, 経済的安
定性を掘り崩すような「大きな戦後問題」として予想していたことは,
「アメリカを除く戦後の交戦国がすべて廃墟となり, 住民はアメリカ人か








































































































































































































































































































































































































































































































































4) 週刊文春, 2009, 8.1320 (夏の特大号), 1467ページ。ただしバブルと
いう言葉については, 注1)の書物その他でも検討されている。
5) 私が中世フィレンツェ史におけるモンタペルティの敗戦の重要性を最初に




世フィレンツェの驚異的発展の謎に挑む 』(1993) であり, その残部が
ほとんどなくなったので, 改訂して近代文芸社から自費出版で刊行したのが,
米山喜晟著,『敗戦が中世フィレンツェを変えた モンタペルティ・ベネ
ヴェント仮説 』, 東京 2005, である。
6) Dante Alighieri, Purgatorio, XI, 109114.
7) 米山,『敗戦が, , ,』, 前掲書, の pp. 1457に, この戦争の経緯が記され
ている。
8) この時代のシエナについては, W. M. Bowsky, Un comune italiano nel




10) 拙稿,「モンタペルティ現象」 試論, 国際文化研究39号, 大阪 (桃山学院
大学総合研究所) 2009, 1757ページ。
11) 拙稿, モンタペルティ現象はイタリア・ルネサンスにどのように寄与した
か, 国際文化論集第40号, 大阪 (桃山学院大学総合研究所) 2009, 4755ペ
ージ。
12) エリック・ホブズボーム著, 河合秀和訳, 極端な時代 20世紀の歴史, 東





1) Paul Ginsborg, Storia d’Italia dal dopoguerra a oggie politica 19431988,
Torino (Einaudi) 1989, p. 96, (nota 6).
2) クリストファー・ダガン著, 河野肇訳, (ケンブリッジ版世界各国史) イ
タリアの歴史, 東京 (創土社) 2005, 3434ページ。
3) 同, 344ページ。
4) 本論の「はじめに」の注6)参照。
5) 藤川鉄馬著, イタリア経済の奇蹟と危機, 東京 (産業能率大学出版部)
1980。
6) Ginsborg, op. cit., pp. 283343.
7) 藤川, 前掲書, 16～8ページ。





9) Ginsborg, op. cit., p. 296.
10) ダガン, 前掲書, 391ページ所収の「国民１人当たり国内総生産の比較
(18701988年）によると, 1870年にはアメリカを100として, イギリス120,
ドイツ63, 日本27であるのに対し, イタリアは61, 1950年には第二次大戦の
影響で, アメリカ100, イギリス61, ドイツ38, 日本はわずか15, イタリア
は28という大きな格差が生じたが, 1973年にはアメリカ100, イギリス66,
ドイツ69, 日本60, イタリア55となり, さらに1988年にはアメリカ100, イ
ギリス68, ドイツ73, 日本73, イタリア68となり, イタリアはほぼイギリス
とほぼ同水準の生産性に到達している。以上の数字によっても, 日・独・伊
三国の戦後の復興の目覚ましさが理解できるはずである。
11) 藤川, 前掲書, 19ページ。
12) 同, 19～22ページ。
13) 同, 23ページ。
14) 同, 472ページ, 注*2・8による。
15) Ginsborg, op. cit., p. 283.
潮流に乗って
― ―91
16) Ibid., p. 296.
17) Ibid., p. 292.
18) ヴェルナー・アーベルスハウザー著, 酒井昌美訳, 現在ドイツ経済論
一九四五－八〇年代にいたる経済史的構造分析 , 東京 (朝日出版社)
1994, 126ページ。木村靖二編, ドイツ史, 東京 (山川出版社) 2001, 第九




19) 古内博行著, 現代ドイツ経済の歴史, 東京 (東京大学出版会) 2007。







27) 木村編,『ドイツ史』, 前掲書, 340ページなど。




29) アーベルスハウザー, 前掲書, 81ページ。
30) しかしそのプランは, 結局古内, 前掲書, 51ページなどにも見られる通り,
戦後の世界では, 現実化し得ない空論と見なされた。
31) 古内, 前掲書, 67ページ。なおレジスタンスからヨーロッパ統合の機運が







とが, 後の EEC, そして今日の EUの基になっている。当時, フランス以外
にこうした役割を果たせる国はなかった。
33) 古内, 前掲書, 85ページ。
34) 古内, 前掲書, 82ページの注46)。
35) 同上。
36) 同上。
37) 古内, 前掲書, 83～4ページ, 注83)。
38) 古内, 前掲書, 第一章 (既掲)。
39) 古内, 前掲書, 第二章 ドル条項とドイツ経済の復興。
40) 古内, 前掲書, 第三章 経済の奇跡と EEC加盟への道。
41) 木村編,『ドイツ史』, 前掲書, の巻末年表, 646ページ, の1950年の項目
の末尾に,［西独, 朝鮮戦争勃発により急速な復興,「経済の奇蹟」始まる］
と記されている。
42) アーペルスハウザー, 前掲書, 88～9ページ。
43) 同, 89～90ページ。
44) この不況については, 古内, 前掲書, 第四章 1966／67年不況と高成長の
翳り, にくわしい。
45) Ginsborg, op. cit., p. 189. なおジンスボーグはもう一カ所, 245ページでも
この戦争に言及しているが, それはこの戦争がヴェトナム戦争のような抗議
を引き起こすことなく, アメリカ文化がイタリアの若い人々に浸透したとい
う記述においてである。ただしたとえば, 猪木武徳著, 戦後世界経済史 自


















53) 中村編, 前掲書, 158～9ページ (分担執筆 三和良和)。
54) 伊藤, 前掲書, 66ページ。





58) アーベルスハウザー, 前掲書, 120ページ。
59) 同, 120～121ページ。
60) 同, 121ページ。
61) 伊藤, 前掲書, 137～8ページに収録された,「バブルは何が問題なのか」
の要約。






2) 拙稿,「モンタペルティ現象」試論, 前掲, 156ページ以下。
3) 以上の記述は, 主に北原敦編, イタリア史, 東京 (山川出版社) 2008, 木
























11) 北原編, イタリア史, 前掲書, によると, 1919年11月の総選挙で, 社会党
は156議席を獲得して, 自由主義諸派の約200議席に迫り, 翌20年の地方選挙
では, 社会党がエミリア・ロマーニャ地方とトスカーナ地方で圧勝した。
12) アンドレ・フランソワ=ポンセ著, 大久保昭男訳, ヒトラー＝ムッソリー




褐色の征服, 古代ローマ式の敬礼, 青年組織, 職場クラブ, さらには“ドゥ
ーチェ〔統領〕の訳語にほかならない“フューラー〔総統〕の称号まで借



















ォ・デ・フェリーチェ著, 西川知一, 村上信一郎訳, ファシズムを語る, 京
都 (ミネルヴァ書房) 1979参照。

















けて日本, 韓国あてに, 前者には食糧, 医療品, 肥料など, 後者には鉄鉱石,
石油, 石炭, 機械類などが供給された。日本あての分は総額19億ドルに達し,
当初は贈与とされたが, 後に債務とされ返済交渉は61年に妥結した。




18) ホブズボーム, 前掲書, 上巻, 346ページ。
19) G・ジョン・アイケンベリー著, 鈴木康雄訳, アフター・ヴィクトリー
戦後構築の論理と行動, 東京 (NTT出版) 2004。
20) 同上, 55～7ページ。
21) 同上, ５ページ。
22) 同上, 28ページの表21, およびそれに関連した23ページ以下の記述。






























42) 同上, エマニュエル・トッド著, 平野泰朗訳, 経済幻想, 東京 (藤原書店)
1999, で一部が指摘され, 同著者による, 石崎晴己訳, 帝国以後 アメリカ







44) 宮崎勇談, 証言戦後日本経済 政策形成の現場から, 東京 (岩波書店)
2005, 68ページ。
45) アイケンベリー, 前掲書の78ページの表31によると, 1920年当時の GNP
は, 米国 100, 英国 34, フランス 21, ドイツ 19, 同年の軍事支出は,
米国 100, 英国 89, ロシア 71, 日本 27であるのに対し, 1945年当時
の GNPは, 米国 100, 英国 20, ソ連 20, ドイツ 12, 同年の軍事支
出は, 米国 100, ソ連 71, 英国 19, 日本 ４と, アメリカのパワーは
1920年当時よりもさらに２位以下を引き離している。ただし1920年は革命以
後だのにロシアとなっているなど, この資料には疑問の余地がある。
46) たとえば, ジョン・ダワー著, 三浦, 高杉, 田代訳, 敗北を抱きしめて





























3) ドイツでは Rote-Armee-Fraktion, イタリアでは Brigate Rosse, 日本では赤
軍派。
4) J. M. Najemy, A History of Florence 12001575, Malden (BLACKWELL




5) Ibid., pp. 446485, 15 The Last Republic and the Medici Duchy.
6) 拙稿, モンタペルティ現象は, , , 前掲論文。
7) ウィキペディアの記述によると, NATOは冷戦の激化に伴い, イギリス
とフランスが主体となり, 1949年４月の北大西洋条約の締結によって「アメ
リカを引き留め, ソ連を締め出し, ドイツを抑えこむ」ために生まれた。
























14) 北原敦編, イタリア史, 前掲書, 048ページの巻末年表。











が, 肝腎のフランス議会の批准が得られず, 結局ドイツ再軍備と NATO加
盟を認めた。













24) 同上, 043ページ, によると, 1940年６月18日にド・ゴールがロンドンに
「自由フランス国民委員会」を設立して, ドイツ軍への抵抗継続を宣言した
とある。
25) こうした共同管理による共通市場という発想は, 古内, 現代ドイツ経済の
歴史, 前掲書, の第１章で, ドイツ占領下に生じた広域の市場が示唆したも
のであり, 元パルチザンによって推進されたことが論証されている。












29) たとえば同じ山川出版社から刊行された, 木村編, ドイツ史, 前掲書, 巻
末年表, 046ページ, 1950年の項) の「経済の奇蹟」や, 北原編, イタリア
史, 前掲書, 516ページの見出し) の「奇跡の経済」など, 確実にこの言葉
を使っている。それに対して, おそらくどちらの国にも劣らない成功を収め






30) 宮地編, 日本史, 前掲書, 巻末年表, 044ページ, 1960年の項。
31) 猪木, 前掲書の第五章第３節「東アジアの奇跡」参照。｢四匹の虎」すな

















33) ホブズボーム, 前掲書, 上巻, 400ページ。
34) 同上, 14ページ。






In the first chapter, I traced the process of Germany, Italy, and Japan in the
Second World War. They experienced miserable defeats, had to confront with
critical situations, and lost some of their territory. But all of the three
countries achieved miraculous economic success in the fifties and sixties of
the last century. I believe that these are typical examples of the Montaperti
Phenomenon, and examined the cases one by one.
In the second chapter, to isolate the fundamental conditions for the
Montaperti Phenomenon, I studied the common characteristics of the three
countries. It was indispensable to clarify the difference of the situations after
World War I from those after World War II, because after World War I the
Weimar Republic perished due to economic problems. The studies of G. J.
Ikenberry on the rebuilding of order by the conquerors after major wars were
very useful. I grasped three fundamental condithions common to the three
countries as follows. I. Before the defeat, all were aggressive and militaristic
countries devoted to war. II. After the defeat, they were liberated from mili-
taristic tyranny to become free and liberal democracies. III. AII of them were
invited to participate in the Western bloc in which they could trade and earn
freely by the institutions built mainly by the United States of America. After
World War II, Japan constructed a system to catch up with the American econ-
omy, which infected other Asian countries and changed them profoundly.
Drifting with the Tide:
the Montaperti Phenomenon
after the Second World War
Yoshiaki YONEYAMA
